



































































































































































11 /1 2 チームのしおりちゃんを2点ゾー
ンの真ん中で、他の3人はしおりちゃんをカバー
するような感以列乍戦ができました。
1 1 /1 2 2つ⑬支 「三角形」「フォーメージ
ョン00」相手のメンバーのサーブのおちるとこ
ろで前進したり、後ろにさがったりした！！
図7 右と見せかけて左につなぐ
4. 授業の考察
4. 1. 子どもの運動に対する思いについて
初めのアンケートをもとに，運動を学級の子どもの
実態に合わせて考え学習を進めていくことで，子ども
たちの意欲を下げることなく行うことができた。学習
カードに書いていることを丁寧にみとり，次の時間の
活動に活かしていくことで，子どもたちは“自分たち
でつくつていっている”と意識できたように思う。マ
ット運動では，単元の最後の姿を思い描いて運動に取
り組むことができた）
l ボールをはじくときの手の形
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また，写真や勁画の活用により動きを全体で共有す
ることで，ソフトバレーボールでは後半の対抗戦で
徐々に相手を意識した動きも考えることができにも
ちろん勝ち負けも楽しさの一つだが，"00さんにつな
ごう”や "00フォーメーショゾ＇など，チームに合
った作戦を考え楽しむ姿こそ，運動の仕方を工夫し運
動に親しむ資質や能力の基礎である。
4. 2. 子ども同士のかかわり合いについて
自分のできる技がきちんとできているのかをタブレ
ット端末を用い確認させたことは，自分の動きがどう
なっているのかを観るには効果的であっt¼ また，タ
ブレット端末を観るだけでも動きの確認にはなるが，
加えて撮っている人が思ったことを自由に吹き込むこ
とが大切だと考えた。そのことにより，みんなで観る
ときにその助言がグループのみんなで共有でき，技の
ポイン トに気づき，技能の向上につながるのである。
「もうちょっと足上げて一」（側方倒皿醸玩に）
同手でついて」（前転に）
「がんばれじゅん～、手、手、手、気をつけよ。おし
ぃ、おしい！もうちょっと！」（麟に）
「おーすれてる、すれてる」
「手d加置もあかんし、酬直もすれてる」（前転に）
「足、足、迷ってたらあかん。これで足伸ばしたら完
璧！」（倒立前転に）
と，それぞれの子に声をかけながら撮っている場面が
あった。しかし，多くのグループや場では撮るのに必
死になってしまい，その場でのアドバイスが少なくな
ってしまっt¼ グ）レープでタブレット端末を観るとき
もただ観ているだけという子が多かった。アドバイス
はその時ごとに行い，タブレット端末は自分の動きを
確認する時に使うようにすることで，動きのポイント
を考えたり，工夫すればよいところを友だちに聞きに
行ったりできたと考える。
またスローモーションや2つの動きを並べて再生す
るアプリがあり，跳び箱運動の単元で使用した。アド
バイスしたいポイントをアップにすることや，スロー
モーションや静止させることなどができ（因8)'学級
全体での気づきの共有につながった。
図8 動きを 2つ並べて比べてみよう
ソフトバレーボールの後半の対抗戦では，時間の使
い方を子どもたちに委ね，ゲームとチームの時間を相
手チームと話し合い，進めた（図 9)。ゲームをたくさ
んしたいというチームが多かったが，自分たちの行い
たい作戦やプレーを実行できるようにチームの時間に
考えさせ、練習できたことは良かった。
図9 時間配分をミニホワイトボードに
5 成果と課題
子どもの運動に対する思いをみとり，場やルールの
工夫を毎時間子どもとともに考えたことで，運動に対
する意欲を下げることなく授業をすすめることができ
た。また，タブレット端末の活用は， 自分の動きを確
認したり，友だちと比べたりすることができ有効であ
った。これらのことから“自分たちで工夫していく”
という思いを十分もつことができ“体育が大好きな子
ども”を育てることができたと考える。
しかし，子ども同士のかかわり合いについては課題
が残った。マット運動では，動きのポイントを共有で
きていなかったので，タブレット端末を活用し，アド
バイスをし合う姿が少なかった。子どもの感じや気づ
きを出させ共有させることで， 自分の課題を明らかに
することが大切であった。学習カードでふり返ったこ
とが学級全体のものとなるように，そして自分の課題
についてさらに迫れるように，意見交流の場のもち方
（いつ ・誰と・どのくらい）について今後も探ってい
きたい。
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